
                              岐 剣 連 第 2 号 

                              令和 5 年 4 月 3 日 

関 係 各 位 

岐 阜 県 剣 道 連 盟 

会長  堤  俊 彦 

居合道本部審査会の開催について 

居合道本部審査会を、次のとおり開催しますのでご連絡申し上げます。 

記 

１ 期  日   令和 5年 5月 21 日（日）  開 場   9:00 

                       受 付    9:10 ～  9:30 

審査開始  10:00 

２ 会  場   岐阜市民総合体育館 岐阜市九重町４-２４  058-245-0351 

３ 主  催   岐阜県剣道連盟 

４ 参加資格   岐阜県剣道連盟の会員で令和 5年度の登録を済ませたもの。 

         各段位の受審資格を確認のこと（手帳を持参しない者は受審できない）。 

５ 審査方法 

(１) 審査種別 

級位、認定、初段から五段を行う。 

全日本剣道連盟（以下全剣連と略す）居合道・段位審査規則・細則に準じて行う。 

(２) 実技審査に課する本数ならびに内容 

ｱ. 級位・認定級位は、全剣連居合の礼法及び全剣連居合任意の技５本とする。 

ｲ. 初段・二段は全剣連居合から任意の技５本を抜く。 

ｳ. 三段・四段・五段は古流１本を最初に抜き、その後、全剣連居合４本を抜く。 

ｴ. 三段・四段・五段の全剣連居合の技は当日指定する。 

ｵ. 三段以上の受審者で 70 歳以上の者は全剣連居合から任意の技 5 本。 

ただし内 1本は古流を最初に入れてもよい。 

ｶ. 刀礼は全剣連居合の礼法による。 

ｷ. 演武時間は６分以内、審査主任の『はじめ』の発声より計測し最後の正面の礼を終

了して携刀姿勢になるまでとする（二段以下は時間計測しない）。 

ｸ. 身体的理由により正座の困難な受審者は、刀礼は全剣連居合の立礼で行い指定技は

立姿勢で抜く変更が認められるため受付時に必ず申し出ること。 

(３) 学科試験に関する内容 

ｱ. 初段～三段受審者は令和５年度 岐阜県剣道連盟居合道審査会の学科試験

問題としてホームページ上で公開済の 初段～三段の５問全問を指定用紙

に事前に記入して提出する。 

ｲ. 指定用紙は審査要綱に同封したものをコピーして使用のこと。（岐阜県剣道

連盟のホームページ上からもダウンロード可能） 

 



ｳ. 指定用紙上部に受審段位、氏名を記入し、必ず「鉛筆手書き」で記入の上、 

審査会当日に受付に提出のこと。 

ｴ. 各段位の用紙２枚の左上をホチキスで止めること。 

ｵ. 指定用紙提出のない者は受審出来ない。 

ｶ. 四段・五段受審者は実技合格の後に学科試験を行うので筆記用具を持参のこと。 

ｷ. 70 歳以上の者は学科試験免除。 

６ 申込方法 

(１) 申込書（短冊）に記入し、審査料を添えて事前に各地域担当委員へ申し込むこと。 

(２) 岐阜県剣道連盟への申込期限は、令和 5 年 4月 18 日（火）とする。 

７ その他 

(１) 当日は、令和 5年度登録済の岐阜県剣道連盟の会員手帳を持参すること。 

(２) 当日、発熱や風邪症状のある方は受審を控えること。 

(３) 会場内におけるマスクの着用は個人の判断に委ねるが、施設入館時の手指消毒の徹底

や３密（密閉・密集・密接）の回避に努めること。 

(４) 今回の審査会より会場への入場制限は行わないが、受審者以外の者は 3F 競技場観覧

席で見学のこと（2F 競技場は受審者・審査員・審査員選考委員・係員以外は立ち入り禁

止）。 

(５) 令和６年度以降の審査会においては、初段から三段の受審者も会場での学科試験を行

う。 

 

注  意 

※ 二段以上の受審者は申込書に必ず各自の全剣連番号を記入のこと。 

 

※ 申し込み忘れや書類記載間違いが散見されるので、申し込み時には各

自間違いのないように十分留意のこと。 

 

※ 見学者・観覧者・受審者同士でも演武中の写真・動画の撮影は禁止。 

 

 

今回の審査会の受審資格 

 

初段：1級受有後 90 日以上修行した者で審査当日満 13 歳以上の者 

     二段：令和 ４年５月３１日以前に初段を取得した者 

     三段：令和 ３年５月３１日以前に二段を取得した者 

四段：令和 ２年５月３１日以前に三段を取得した者 

五段：令和 元年５月３１日以前に四段を取得した者 


